
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

一

三

号

「
国
会
議
員
の
定
数
削
減
に
係
る
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答

弁
書
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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「
国
会
議
員
の
定
数
削
減
に
係
る
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答

弁
書
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
四
日
に
自
民
党
総
裁
と
し
て
、
党
首
討
論
に
臨
み
、
当
時
の
野
田
佳
彦
内

閣
総
理
大
臣
と
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
と
引
き
換
え
に
国
会
議
員
の
定
数
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
し
、
二
〇
一
三
年
の

通
常
国
会
ま
で
に
結
論
を
出
す
と
国
民
に
約
束
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
の
衆
議
院
総
選
挙
で
も
公
約
に
盛
り
込
ん
だ
。

右
と
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
二
〇
三
号
）
並
び
に
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
一
二
三

号
、
一
七
一
号
、
一
八
六
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
や
過
去
の
質
問
主
意
書
で
、
政
府
答
弁
書
を
起
案
し
た
者
の
官
職
氏
名
を
繰
り
返
し
問
う
て
き
た
が
、

過
去
の
政
府
答
弁
書
で
は
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
誠
実
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
公
の
職
に
あ

る
者
の
身
分
は
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
答
弁
書
は
閣
議
決
定
を
経
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
政
府
の
最
高

意
思
決
定
機
関
で
あ
る
閣
議
で
議
論
が
行
わ
れ
ず
決
裁
書
に
署
名
す
る
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
閣
議
の
形

骸
化
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
改
め
て
、
政
府
答
弁
書
を
起
案
し
た
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


